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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はBMPシグナルの役割を調べる目的でBMPR1Aコンディショナルノックアウトマウ

スを用いて、四塩化炭素肝障害からの回復を検討したものである。その結果、コントロー

ルマウスと比較して、BMPR1Aノックアウトマウスでは、肝機能遺伝子の発現、組織像にお

いて回復に遅れが見られ、増殖マーカーの発現が低下した。このような結果からBMPシグナ

ルは急性肝障害の回復過程において、肝機能を回復させ、増殖シグナルを誘導することで

重要な役割を果たしていることが示唆された。本論文の内容は、肝障害の分野で、BMPR1A

コンディショナルノックアウトマウスの有用性を示し、肝障害からの回復メカニズムの一

部を明らかにするものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


